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今月のテーマ：今年の初夢は？

　皆さまは今年、どんな初夢を見られましたか？
初夢に見ると縁起が良いものとして「一富士（いちふじ）二鷹（にたか）三茄子（さんなすび）」が有名ですね。
その意味や由来は諸説あるようですが、歴史を辿っていくと江戸時代の初期にまで遡ります。
なかでも有名なものは、徳川家康の縁の地である駿河国（静岡県）の名物を高いものから順に、日本最高峰の富士山、富士に棲む名鳥の
鷹、初物の茄子（の値段）と並べたとされる説です。
　また、富士は「不死」「無事」、鷹は「高い」、茄子は「成す」という語呂を掛け合わせ、富士は「不老長寿」、鷹は「出世」、茄子
は「子孫繁栄」や「商売繁盛」をあらわすという説もあります。
　ところで、この「一富士二鷹三茄子」には続きがあるのをご存知でしょうか？
それは「四扇（しおうぎまたはしせん）五煙草（ごたばこ）六座頭（ろくざとう）」です。
四の扇はその形から「末広がりであること」、五の煙草は祭りは祝い事に欠かせないもの
であることや煙が上へ上へと昇ることから「運気上昇」、そして最後の座頭は剃髪した琵
琶法師を指しており、怪我ない（毛がない）という語呂から「家内安全」をあらわすと言
われています。
　さらに、一の富士と四の扇、二の鷹と五の煙草、三の茄子と六の座頭はそれぞれ意味が
対応しているとも言われているのです。知れば知るほど奥が深く、非常に興味深いですよ
ね。
　新年がスタートし、新たな目標を立てられた方も多いかと思います。何事も「はじめが
大事」といわれます。華麗なスタートダッシュを決め、2017年を走っていきましょう！
改めまして、本年もよろしくお願い申し上げます。

今月のオススメ本

2016 年にチャレンジした『読書 100 冊チャレンジ』は 70 冊という結果に終わってしまいましたが、
70 冊の中でもオススメの一冊をご紹介させていただきます。24 冊目に読んだ本です。
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右の QR コードからご登録が可能です。
毎月配信しています。
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ユダヤ人の教え「タルムード」はご存知ですか？

中小企業診断士・長尾康行のプチコラム 

新春番外編

　先日、お客様の忘年会に参加していますとそこに来られたお客様の取引先の方か
ら「タルムード」というものについて教えていただきました。タルムードとは古代
ヘブライ語で「学習」「研究」という意味で、ユダヤ人が生きる上で規範としてい
る教えのことです。少し違うかもしれませんが日本でいうと「諺」や「格言」「教
訓」のようなものを書物にまとめたものです。
　ユダヤ人は常に迫害されてきた歴史があり、幾多の困難を乗り越えた民族です。
また、世界各地に移住し、その地で事業を成功させて莫大な富を築いている人種で
あり、ノーベル賞を多数輩出する民族でもあります。それを可能にしているのは、
どの民族よりも人生に起こりうる災難や困難に対し真剣に考え、議論し、柔軟に対
処する術を幼少期からタルムードを通じて学んできたからだと言われています。
　私は正直なところ宗教にはあまり興味はないですが、今回「タルムード」につい
て教えていただき、ビジネスでもプライベートでも役に立つと感じ、左の書籍を購
入しました。
何か上手くいかない、悩みが多いと感じるときに助けになる内容ですので、興味の
ある方は是非「タルムード」を調べてみてください。

　ユダヤ人の成功哲学
　　  「タルムード」金言集

　著：石角完爾　
集英社

たった５秒
思考を変えるだけで、
仕事の９割はうまくいく

著：鳥原 隆志
中経出版

　オススメといっても、経営者の皆様ではなく社員の方、特に入社 1～ 3
年目の若手社員の方に読んでいただきたい 1冊です。こちらの本は、イン
バスケットの第一人者である鳥原さんの書籍です。ご存知の方も多いかと
思います。
　「最近ちょっと仕事に悩んでいるかも知れない、元気が無いな・・・。」

　「同じミスばかり繰り返しているぞ・・・。」

　「仕事の段取りをもっとうまくやってくれればいいのに・・・。」

　もしそんな若手社員の方がいらっしゃれば、ぜひ一度この本を薦めてみ
てください。私自身も、読書 100 冊チャレンジで読んだ後も 2～ 3回読み
返しています。文字も大きめで薄い本ですので、普段あまり読書をされな
い方でもサクサクと読み進められるかと思います。
　次号でも、100 冊チャレンジでのオススメ本をご紹介させていただきま
す。皆さまもこれまで読まれた本の中でオススメの一冊がありましたら、
ぜひ教えてください。それでは次号を楽しみに！
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